研究発表　歌舞伎の中の「いき」　―上方と江戸に於ける助六劇の違い― by Schinzinger Emi




Sukero初 inKamiga ta and Edo-
Emi SCHINZINGER* 
In his work “the structure of ‘Iki’”， Kuki Shuzo mentions Sukerolm as 
an example of‘Iki'. During my study of the term‘Iki', I have found many 
other sources saying that Sukeroku represents the ideal of 'Iki'. I examine 
the question ：“Why is Sukeroku regarded as‘Iki’？” 
Though Sukeroku Yukαrino Edozakura is one of the most famous 
Kabuki plays in the Edo-style, it originated in Kamigata (Kyoto/Osaka), 
where it was at first a love-suicide drama in both Joruri and Kabuki. 
日ThenSukeroku was brought to Edo by Danjuro I, the play was radically 
alterned. It is since that point, that Sukeroku came to be considered an 
example of ‘Iki'. 
Since only the Edo Sukeroku is said to represent‘Iki’and Kamigata 
Sukeroku not, a comparison of those two different types of Sukeroku 
plays should show some elements of the ‘lki’aesthetic. I compare the 
structures of the play and the different characters across a variety of 
roles. Then I compare the results with the definition of 'Iki’that Kuki 
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Shuz6 gives. Only the qualities found in Edo Sukeroku are comparable to 
the criteria Kuki consider essential for the definition of ‘Iki’， but they are 
of course not exhaustive. 
‘Iki’is a term with a broad spectrum of meanings, covering customs 
and fashions to principles of life. The Edo Sukeroku obviously fifs within 


















































































































































































































































































事である 。〉 （九鬼周造 『r~~ き J の構造j 岩波文庫p.24)
2) 石割松太郎「揚巻助六心中の系統」（『芸術殿jIの 1)
3) 信多純一「助六心中浄琉璃の初演とその意義一切浄琉璃と世話物の問題－J（『国













8) 郡司正勝 『かぶき一様式と伝承－jp.33 
助六劇年表 上方系
西暦 年 場 所 タト 題 備 考
1700 元禄13 京・亀屋久米之丞座 心中茶屋日出 歌・狂言本
同 同 大・荒木与次兵衛座 千日寺心中 歌
同 同 大・岩井半四郎座 千日寺心中 歌






1706 宝永3 京・早雲長太夫座 助六心中紙子姿 歌
同 同 大・片岡仁左衛門座 京助六心中 歌
1735 享保20 大・豊竹座 寓屋助六二代橋 浄・並木丈助作
1768 明和5 大・北堀江座 紙子仕立両面鑑 浄・菅専助作
1779 安永8 名・稲荷芝居 紙子仕立両面鑑 歌・四幕
1783 天明3 大・豊竹座 紙子仕立両面鑑 浄
1796 寛政8 大・北堀江座 紙子仕立両面鑑 浄・みどり
助六車lj年表 江戸系
西暦 年 場 所 外 題 備 考
1713 正徳3 江戸・山村座 花館大平愛護若 歌・二番目・団
1716 享保1 江戸・中村座 式例和曽我 歌・二番・団
1733 享保18 江戸・市村座 英分身曽我 歌・二番目
1739 元文4 江戸・市村座 初審通曽我 歌・三番目
1746 延享3 江戸・市村座 聞往昔曽我物語 歌・二番目
1749 寛延2 江戸・中村座 男子文字曽我物語 歌・二番目・団
． 
1753 宝暦3 江戸・中村座 信太小太郎嗣鑑 歌・上方風
1755 宝暦5 江戸・市村座 J蓋愛護曽我 歌・二人助六
． 
1756 宝暦6 江戸・中村座 長生殿常桜 歌・二番目・団
1759 宝暦9 江戸・中村座 初買和田宴 歌・三番目
1761 宝暦11 江戸・市村座 江戸紫根元曽我 歌・二番目
1764 明和1 江戸・中村座 人来鳥春告曽我 歌・二番目
1764 明和1 江戸・市村座 江戸染曽我雛形 歌・女助六
1764 明和1 江戸・森田座 誰袖粧曽我 歌・二番目
1769 明和6 江戸・中村座 曽我磁愛護若松 歌・三番目
1771 明和8 江戸・中村座 堺町曽我年代記 歌・二番目・団
1776 安永5 江戸・市村座 冠言葉曽我所縁 歌・二番目
1776 安永5 江戸・中村座 懸、賦歌田植曽我 歌・女助六
1778 安永7 江戸・中村座 国色和曽我 歌・若衆助六
1779 安永8 江戸・中村座 御摂争曽我 歌・二番目
1782 天明2 江戸・市村座 信田館継舟 歌・二番目
1782 天明2 江戸・中村座 七種粧曽我 歌・二番目・団
1784 天明4 江戸 ・中村座 曽我娘長者 歌・二番目
1785 天明5 江戸・桐座 重重人重歌曽我 歌・二番目
1787 天明7 江戸・中村座 大銀杏根元曽我 歌・所作女助六
1787 天明7 江戸・森田座 仮名手本忠臣蔵 歌・所作女助六
1791 寛政3 江戸・中村座 春世界花麗曽我 歌・二番目
1791 寛政3 江戸・市村座 筆萎葵壷碑
歌・助六・意休
日替り
1793 寛政5 江戸・市村座 貢曽我富士着綿
歌・書き替え
助六
1797 寛政9 江戸・河原崎座 富士見里和曽我 歌・二番目
1799 寛政11 江戸・中村座 大三浦達寿 歌・二番目・団
注 この年表は、助六劇の成立を見るためのものですので、寛政年間までと
しました。
年表作成資料 国立劇場上演資料集 266「摂州合邦辻・紙子仕立画面鑑」：同
134「助六曲輪菊」；歌舞伎年表；義太夫年表；各種番付類：信多純一「助六
心中浄瑠璃の初演とその意義J
備考歌：歌舞伎浄：浄瑠璃みどり：みどり上演（様々な作品を部分的
に上演する） 団：団十郎が助六を演じた芝居。
